
信州⼤学附属図書館などにより管理されるホーム
ページ「語り継ぐ“濁流の⼦”アーカイブス」を通じ
て、インターネット上にて三六災害等に関する資料
や写真などを公開しています。

災害の記憶を次世代へ

1961（昭和36）年6⽉下旬に伊那⾕を襲った豪⾬災害「三六災害」。「濁流の⼦」はその災害を⽬
の当たりにした⼩学⽣、中学⽣、⾼校⽣らの作⽂を集め、1964（昭和39）年に発⾏された冊⼦。
碓⽥栄⼀さんが個⼈で編集作業に当たった。⽂集には当時の学童、⽣徒⾃⾝の⾔葉で災害の恐ろ
しさ、友⼈を失った悲しみ、災害で家や⽥畑を失った状態での不安な⾼校受験、⾒知らぬ⼈々か
らの励まし、復興の様⼦などが綴られている。

天⻯川上流河川事務所 ・ 天⻯川総合学習館かわらんべ ・ 信州⼤学附属図書館

【濁流の⼦】

天⻯川上流河川事務所では、天⻯川総合学習館かわらんべ、
信州⼤学附属図書館、有識者などと協⼒して、後世に引き継が
れずに散逸や⾵化の恐れがある災害に備えるための知恵や教
訓などを⽰す情報資源を収集及び整理し、オリジナル資料な
どを収蔵するとともに、劣化しないデジタル情報で記録して、
公開することを⽬的とした取組を進めています。

天⻯川総合学習館かわらんべ（⻑野県飯⽥市川路
7674）に設置する「語り継ぐ“濁流の⼦”⽂庫」に、
「濁流の⼦」を含む三六災害等に関連した図書や
写真などを収蔵し、公開しています。

伊那⾕地域全体
語り継ぐ“濁流の⼦”

〜災害教訓伝承活動の促進を⽬指して〜

天⻯川総合学習館かわらんべ
〜語り継ぐ“濁流の⼦”⽂庫〜
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天⻯川総合学習館「かわらんべ」での
オリジナル資料などの収蔵・公開

デジタル情報の
インターネット上での公開

「語り継ぐ “濁流の⼦” アーカイブス」▲
URL：http://lore.shinshu-u.ac.jp/

天⻯川上流河川事務所では、天⻯川総合学習館か
信州⼤学附属図書館 有識者などと協⼒して 後世

濁流の⼦プロジェクトのご紹介

災害に対する知恵や教訓を後世に 伝えていくための取組を進めています。

天竜川総合学習館かわらんべ 図書室

過去の災害に関する情報を防災教育にご活用ください。



三六災害とは
昭和36年6⽉、台⾵6号の接近と梅⾬前線の停滞により、伊那⾕では1週間で年間平均⾬量の3割を
超える豪⾬（飯⽥観測所：総⾬量579mm<6/23〜7/1>）を記録しました。この豪⾬のため、各地
の⽀川で⼤増⽔となり、天⻯川本川や⽀川の各地で堤防の破堤、氾濫、⼟⽯流、がけ崩れが発⽣し
ました。
三六災害による死者・⾏⽅不明者は136名、家屋の全壊・流失・半壊は1,500⼾にも及びました。

三六災害発⽣当時の
ラジオ放送を
聞くことができます。

公開書籍に掲載された
データ等を画像で公開

原⽂PDF、テキストの
2通りのデータを公開

お問い合わせ

Tel：0265-81-6417 fax：0265-81-6421

公開している情報 ◎今後も追加登録を予定しています。

登録データの利⽤について

飯田市の様子

土石流に埋まったトラック
（大鹿村大河原）

毎日新聞　
昭和 36 年 6月29日

中日新聞　号外　
昭和36年 6月28日

平成 29年 3月現在

書籍「天竜川のあの頃」
（天竜川上流河川事務所）
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天⻯川上流河川事務所 砂防調査課

 防災に関わる教育や研究などの場⾯における情報の利⽤を希望される場合には、下記問い合わせ先ま
でご連絡下さい。使⽤にあたっての⼿続きについてご案内させていただきます。また、アーカイブスに登
録された情報以外にも防災教育で活⽤できる資料（説明パネル等）の提供、貸し出しなども⾏えますの
で、ご相談ください。
 アーカイブスに登録されている情報については、著作権法で保護されています。「私的使⽤のための複
製」や「引⽤」など著作権法上認められた場合を除き、無断で全部または⼀部を複製・改変・再配布・販
売することはできませんのでご注意ください。
 本アーカイブスの趣旨にそぐわない⽬的での利⽤はお断りさせて頂きます。

国⼟交通省 中部地⽅整備局
〒399-4114⻑野県駒ヶ根市上穂南7番10号

E-Mail：cbr-tenjyosabochosa@mlit.go.jp


